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(案) 

「（仮称）鯖江市将来ビジョン」 

 

 

 

  

～ 行動しよう  思いをカタチに ～ 

 
 

Do  SABAE 



  

※ＪＲ北陸本線の表記については、令和 6年 3月 16日より、北陸新幹線福井・敦賀開業となるため、最終的に
は文章を含めて表記を見直します。 
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Ⅰ はじめに 

 
１．目的・役割 

◆地方自治体は、デジタル田園都市構想総合戦略を策定するに当たり、地域が抱える社会課

題等を踏まえ、地域の個性や魅力を活かした「地域ビジョン」を再構築することが求めら

れています。 

◆このため、本市では、人口減少社会やデジタル社会の到来など、今後、大きく変革する時

代を迎える中で、すべての市民が夢を描き、幸せを感じられる未来をつくるために、2040

年の展望を見据え「地域ビジョン」として、「（仮称）鯖江市将来ビジョン」を示します。 

◆「（仮称）鯖江市将来ビジョン」は、以下の３つの役割を有します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ビジョンの位置づけ 

◆「（仮称）鯖江市将来ビジョン」は、「（仮称）鯖江市デジタル田園都市構想総合戦略」と一

体的にまちづくりを推進します。 

◆「（仮称）鯖江市将来ビジョン」は、目指す未来像を共有することにより、各分野の計画・

施策と連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

即す 

即
す 

鯖江市都市計画

マスタープラン

（令和6年3月改

定予定）など、 

各分野の 

計画・施策 

一体的にまちづ
くりを推進 

デジタル田園都市

国家構想総合戦略 

（2023～2027年度） 

（令和４年12月） 

『(仮称)鯖江市 

将来ビジョン』 
（令和 5年度策定予定） 

（仮称）鯖江市デジタル田園

都市構想総合戦略 

（令和 5年度策定予定） 

見直し 

第２期 

鯖江市まち・ 
ひと・しごと 

創生総合戦略 

（令和2年3月策

定、令和４年3月

第２回改定） 

即す 

市民と行政が 

同じ方向を向き、

ともに歩んでいく

ための羅針盤 

市が考える 

将来のまちづくり

の方向性を 

発信、共有 

より一層、 

官民連携による 

まちづくりの 

取組を促進 
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３．ビジョンの構成 

◆「（仮称）鯖江市将来ビジョン」は、「ビジョン（目指す世界観）」と「バリューズ（思いを

カタチにするために大切にしたいこと）」、予測される社会変化、地区の特性をそれぞれ明

らかにし、鯖江市のまちづくりビジョンを描きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

目的・役割 位置付け 

ビジョン（目指す世界観） 

バリューズ 
（思いをカタチにするために大切にしたいこと） 

まち×デザイン 

まち×ブランド 

まち×well-being 

予
測
さ
れ
る
社
会
の
変
化 

 

鯖江市のまちづくりビジョン 

地
区
の
特
性 

 

エリアの 

特性 

社会の

変化 

ターゲット 
プレイヤー 

まち 
× 

デザイン 

まち 
× 

ブランド 

まち 
× 

well-being 
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Ⅱ 2040年の展望 
 
ビジョン 

 目指す世界観 

Do SABAE  行動しよう 思いをカタチに 
 

Doは、一般的に「～をする」という動詞です。   

「もとからあるものに対して手を加える」という意味もあります。 

 

鯖江市は行動してきました。 

 

たとえばDoはmake 

ものをつくり、市民主役の礎をつくり、 

自分たちのまちを自分たちでつくってきました。 

 

たとえばDoは think 

SDGｓやゼロカーボンシティなど、 

鯖江の未来と世界の未来を真剣に考えてきました。 

 

たとえばDoは play 

体操のまち、吹奏楽のまちとして、様々な感動体験を共有してきました。 

 

行動してきたこれまでと、行動していくこれからと。 

これまで鯖江市が行動し、培ってきた、たくさん物事を踏まえながら、 

社会情勢の変化を受け入れ、鯖江の次の未来のために 

さらに前へ 一歩踏みだし 行動する。 

 

行政も民間も  

地域も住民も  

みんなが行動すれば 大きな変化が生まれる。 

「Do SABAE」 にはそんな思いがこめられています。 

 

自分たちができる 自分たちだからできる そして鯖江だからこそできる。  

行動しよう 思いをカタチに。 
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バリューズ  

思いをカタチにするために大切にしたいこと 

 

デザイン / 新しい価値の創造  

デザインとは、問題解決すること そして  

ワクワクするような楽しさや未来を生み出す姿勢を示します。 

どんなに困難に見える課題も 

デザインで解決する糸口があるはずです。 

 

行動しよう 

人にまちに、そして社会に、 

新たな価値を提案して、人々の生活に変化を与えよう。 

 

 

 

ブランド / 愛されるさばえ 

ブランドは共感が大切で、それは理解と愛着から生まれます。 

人に対する共感  

まちに対する共感  

モノに対する共感  

そして、より多くの人に鯖江を知ってもらうことです。 

 

行動しよう 

誰もが鯖江を好きになる 

まちごとブランドを目指そう。 

 

 

 

Well-being / 共鳴する社会 

人ひとりの行動で世界のあり方が変わる時代です。  

しかし、個人が独りよがりのWell-Beingを築いても、  

周りがよい状態になければ持続可能とはいえません。  

 

行動しよう 

人と人 人とまち  つながりながら互いに 

Well-Beingを実現し合う社会を築こう。 

まち 

× 

デザイン 

まち 

× 

ブランド 

まち 

× 

Well- 

being 
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１．市の現状と予測 

【人口・世帯数】 

・市制施行以来、順調に人口増加が続いてきましたが、2020 年（令和２年）に増加傾向は鈍

化し、今後は減少傾向に転じることが予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所 

 
 

・年少人口（14 歳未満）は、1985 年（昭和 60 年）以降は減少傾向、生産年齢人口（15 歳～

64 歳）は 2005 年（平成 17 年）以降減少に転じ、2015 年（平成 27 年）以降は横ばい傾向

となっており、今後は減少傾向が続くことが予測されています。 

・老年人口（65 歳以上）について、2020 年（令和２年）の高齢化率は 27.6％に達しており、

今後も増加傾向が予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所 
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・2020 年（令和２年）の世帯数は 23,915 世帯となっており、１世帯当たりの人数は 2.86 人/

世帯となっています。今後も、世帯数は増加が続く一方、世帯規模は縮小傾向が続くこと

が予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所 

 

【財政】 

・自主財源に大きな変動は見られませんが、依存財源がやや増加する傾向にあり、2022 年

（令和４年）には自主財源が 132.7億円、依存財源が 172億円となっています。 

・自主財源比率は、2010 年（平成 22 年）以降は 45～46％程度で推移していましたが、2020

年（令和 2年）に大きく低下し、2022年（令和４年）には 43.5％まで回復しています。 
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※1世帯当たりの人数の見通し(R7～R27)の値は、昭和 60年～令和 2年の実績値からの推計値 

※世帯数の見通し(R7～R27)の値は、国立社会保障・人口問題研究所の推計値を世帯規模で除した値 

※自主財源は、地方税、分担金及び負担金、使用料、手数料、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金、諸収入か

らなる。 

 【出典】庁内資料 
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２．予測される社会の変化 

【人口】 

・日本は人口減少が本格化し、少子化・高齢化が進み、生産年齢人口が減少しています。 

・男女ともに平均寿命が延び、人生 100年時代と言われる時代になっています。 

・働く女性が増加し、女性活躍社会の実現が求められています。 

・深刻な労働力不足の中で、女性や高齢者、外国人が貴重な労働力となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

【生活】 

・EC 市場の拡大は不可逆的な変化であり、インターネットでの買い物、音楽や動画などのサ

ブスクリプションが一般的になっています。 

・人口減少や世帯分離を背景に、空き地や駐車場などの低未利用地、空き家や空きテナント

が増加し、都市の中心部では低未利用地等が点在する「スポンジ化」が進行しています。 

・移動総量が減少し、人と人が会うことの価値が高まることが予測されています。 

・自動運転やカーシェアリングの取組が本格化し、Maas のように多様な交通手段を便利に利

用して移動する時代になることが予測されています。 

・オンラインでできるゲームが増えたり、オンデマンドでの映画やドラマ配信が増えたり、

仕事でもテレワークが増えるなど、自宅で過ごす時間が長くなる傾向にあります。 

・ソーシャルディスタンスの確保などのゆとり空間を志向したり、快適性や QOL（Quality of 

Life）が重視される傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予測される本市の将来トレンド 

◆地域の活力維持や、地域社会の支えあいなどに向けた取組がより一層進められています。 

◆計画的なインフラ施設や公共施設の整備・維持管理、先端技術を最大限に活用した行政サ

ービスが提供されています。 

◆多様化・複雑化する市民ニーズに応えていく一方で、減少する人口規模に合わせて行政サ

ービスを見直すことが不可避となっており、「選択と集中」や「量から質への転換」が図

られています。 

◆年齢、性別、国籍の区別なくすべての市民が活躍できる社会づくりが進められ、ダイバー

シティの取組みがより一層推進されています。 

予測される本市の将来トレンド 

◆全ての世代が様々な生活の場面でECサイトやサブスクリプションを利用しています。 

◆空き家や空き店舗が有効に活用されて、まちなか居住や商店街の活性化が促進されています。 

◆神社や仏閣などの地域資源が有効に活用されています。 

◆つつじバスやタクシーなどの二次交通に Maas や先端技術が取り入れられ、便利な移動手

段として市民等に利用されています。 

◆ロボット技術等の進歩により、家事や介護の時間が短縮され、家庭や地域、自己啓発など

の自分の時間を大切にする人が増えています。 

◆遠隔診療や高度医療の発達などにより、自分の状態にあった最適な医療や介護を受けてい

ます。 

◆幸福寿命が延伸し、高年大学や地区公民館を拠点に高齢者がいきいきと社会参加をしてい

ます。 

鯖江市では 

 

鯖江市では 
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【技術革新・産業】 

・携帯電話やタブレット、車や家電など、様々なモノがインターネットに繋がり、離れた場

所から対象物を計測・制御することや、モノ同士の通信が可能となっています。 

・将来は、６Gや衛星インターネットアクセスサービスの普及により、高速・大容量、多数同

時接続が可能な高速通信が進展することが予測されており、デジタルツインの活用がさら

に広がっています。 

・AIが進展し、時間が掛かる作業の多くが AIに代替される時代になっています。 

・技術革新・DX が進展し、自動運転や都市全体のマネジメント、スマートシティ化が進展す

る時代になっています。 

・健康・医療、社会保障など、あらゆる分野の手続きにおいて電子申請が一般化しています。 

・様々な分野で世界中の誰もがアクセス可能な分散型アプリケーションが開発され、国境を

越えたグローバルな取引も見られるなど、web3が広がりを見せています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

予測される本市の将来トレンド 

◆ITのまちさばえとして、AIや Iotなどのデジタル技術を積極的に導入しています。 

◆AIやブロックチェーンなどのWeb3の技術を使い、市民サービス向上に役立てています。 

◆教育や医療、交通などの分野を中心に、市民や事業者、行政が連携して住みやすい持続可

能な都市づくりへの取組が進められています。AI や IoT などの技術がインフラ施設や公共

施設など様々な施設に導入され、より一層、便利で快適な暮らしやサービスが一般的にな

っています。 

◆行政手続きは、市役所に来ることなくスマホやタブレットから手続きしています。 

◆スマート農業が本格化し自動運転のトラクターなどが活躍する一方で、小規模耕作地の離

農が進まないよう後継者育成を進めています。 

◆眼鏡、繊維、漆器に代表される本市のものづくり産業は、世界中の地域と直接繋がり、鯖

江ブランドの価値が高まっています。 

◆ロボット技術や AI 技術の進歩により、未来の職業が大きく変わり、新たな雇用が生まれて

います。 

鯖江市では 
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【環境・防災】 

・ＳＤＧｓ「持続可能開発目標」から新しい目標に向かって取組みを進めています。 

・脱炭素社会・ゼロカーボンシティの実現に向けて、2050 年までに日本全体で温室効果ガス

排出量を実質ゼロにする目標への行動が求められています。 

・脱炭素社会に向けて再生可能エネルギーの普及が進展し、電力の自家消費や蓄電への移行

が進んでいます。 

・近年、地震や集中豪雨等などの大規模災害が多発しており、今後、頻発化・激甚化する災

害リスクの高まりが予想されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次世代を担う若者の意識・常識】 

・2010 年以降生まれたα世代（ジェネレーションアルファ）は、SNS やプログラミング、キ

ャッシュレスなどのデジタル社会とコロナ禍に育ち、オンラインゲームやストリーミング

視聴など人に会わなくても余暇を楽しんでいます。 

・デジタルでは体験しにくい、リアルな体験の価値が高まる時代になります。 

・モノを所有するだけでなく、シェアする時代、サブスクリプション等でサービスを購入す

ることが多くなります。 

・働き方の価値観が多様化し、自分らしい、マイペースな働き方が志向される時代になり、

転職はポジティブな感覚で捉えられます。 

 

 

 

 

 

 

  

予測される本市の将来トレンド 

◆さばえ SDGs推進センターを中心に、2030年の目標達成について総括を行い、新たな目標

に向け、より一層、活動を強化しています。 

◆「めがねのまちさばえ ゼロカーボンシティ宣言」に基づき、2050 年の二酸化炭素排出量

実質ゼロ・脱炭素社会の実現に向けて、環境負荷を低減させる取組などが進められていま

す。 

◆災害に強い都市づくりを目指して、AI や科学技術などを活用し、大規模な自然災害に備え

たソフト・ハード両面の取組が進められています。 

予測される社会の変化に関する本市の変化 

◆生成AIやプログラミング教育が進み、ICT社会を支える人材が育っています。 

◆学校生活の中でデジタル機器を活用し、必要な情報を得て、世界中のコミュニティに加入

しています。 

◆ライブや旅行、食事などの思い出に残る体験に価値を見出す若者が多くなっており、学校

生活で様々な感動体験を共有することで、ふるさと愛が育まれています。 

◆仕事よりも趣味などの自分の時間を大切にしている若者が多くなっています。 

鯖江市では 

鯖江市では 
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Ⅲ 地域のまちづくりビジョン 

 
１．地区のまちづくり 

・本市では、平成 22 年 4 月に「鯖江市民主役条例」を施行し、市民主役のまちづくりの基盤

である地域の個性を活かすとともに、地域づくりに関する市民の意思を尊重することを明

言しています。 

・これまで経験したことのない人口減少社会への突入や著しいスピードでの高齢化社会の進

展の中で、地区と行政が、互いに共通の認識と理解のもとに力を合わせ、協働して持続可

能なまちづくりを進めていくことで、市民が笑顔で暮らし、将来にわたって住みやすいま

ちを創造することが重要です。 

・地区の歴史や資源、課題をよく理解している市民の方々が、地区のコミュニティや多様な

人のつながりを活かしつつ、魅力や活力ある地区のまちづくりを進めていくことが求めら

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・将来ビジョンの策定に当たって、市民の方々を対象としたアンケート調査を実施するとと

もに、地区単位でタウンミーティングを開催し、住民の方々と地区の宝や課題等について

意見交換を行いました 

・各地区においては、地区の魅力をさらに磨き、課題を解決することが重要であり、その実

現に向けて、まちづくりのキーワードやターゲットプレイヤーを明らかにします。 

 

 

 

 

 

  

2040年 

まちづくりの

キーワード 

現  在 

魅  力 

課  題 

魅力を高める 

課題を解決する 

ターゲット 

プレイヤー 
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２．地区の概要 

・ＪＲ鯖江駅が立地する鯖江地区、福井鉄道福武線神明駅が立地する神明地区、これらを中

心とした市街地の東側に新横江地区・中河地区が接しています。 

・市域の東側は、良好な自然環境が残る片上地区、北中山地区、河和田地区となっています。 

・市域の西側は、神明地区に隣接する立待地区、日野川の西側は吉川地区、豊地区となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.鯖江地区 
・人口12,908人(113人減) 

・世帯数5,170世帯(602世帯増) 

・高齢者数3,987人（31.0％） 

・出生数：92人 

2.新横江地区 
・人口5,340人(221人増) 

・世帯数2,015世帯(347世帯増) 

・高齢者数1,226人（23.0％） 

・出生数：45人 

10.河和田地区 
・人口3,769人(718人減) 

・世帯数1,329世帯(20世帯増) 

・高齢者数1,522人（40.4％） 

・出生数：11人 

4.中河地区 
・人口4,577人(224人増) 

・世帯数1,543世帯(302世帯増) 

・高齢者数1,257人（27.5％） 

・出生数：44人 

8.豊地区 
・人口4,650人(63人減) 

・世帯数1,705世帯(114世帯増) 

・高齢者数1,209人（26.0％） 

・出生数：29人 

6.立待地区 
・人口9,917人(383人増) 

・世帯数3,720世帯(397世帯増) 

・高齢者数2,155人（21.7％） 

・出生数：83人 

3.神明地区 
・人口15,815人(293人増) 

・世帯数6,155世帯(963世帯増) 

・高齢者数4,294人（27.1％） 

・出生数：104人 

9.北中山地区 
・人口2,649人(310人減) 

・世帯数832世帯(34世帯増) 

・高齢者数962人（36.3％） 

・出生数：6人 

5.片上地区 
・人口1,907人(171人減) 

・世帯数619世帯(19世帯増) 

・高齢者数592人（31.0％） 

・出生数：9人 

7.吉川地区 
・人口7,114人(1人減) 

・世帯数2,411世帯(275世帯増) 

・高齢者数1,590人（22.3％） 

・出生数：57人 

※人口・世帯数：R5.4.1(H25からの増減)、高齢者数：R5.4.1(高齢化率)、出生数：R4 
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４．地域のまちづくりビジョン 

地区ごとに共通した課題と地区固有の課題がある一方で、隣り合う複数の地区では、同じ

特徴を有する地区が見られます。 

同じ特徴を有する地区については、一つのエリアとしてエリアのまちづくりの方向性やビ

ジョンを共有し、地区固有の取組とともに、エリア内で連携したまちづくりの取組を進めて

いくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■鯖江市街地エリア（鯖江地区、新横江地区） 

・鯖江市街地は、市の魅力を牽引する公共施設や、これからの北陸新幹線や冠山峠道路開通等

による広域交通の効果を最大限に活かし、交流人口・関係人口の増加、産業観光を含めた観

光誘客、移住定住の促進など、多様な交流やにぎわいづくりが求められます。 

 

■神明市街地エリア（神明地区） 

・神明市街地は、商業・業務、医療・福祉、レクリエーションなど、様々な都市機能の維持・

充実、更なる集積を図り、便利で快適な暮らしの実現、多様な交流やにぎわいづくりなど、

今後も鯖江市街地エリアとともに市の中心的な役割を担っていくことが求められます。 

 

■市街地東部エリア（中河地区、片上地区、北中山地区） 

・市街地東部エリアは、恵まれた自然環境との共生を基本に、心地よく快適に暮らせる環境づ

くりや、地域の資源を活かした交流など、地域のにぎわいづくりが求められます。 

 

■日野川西部エリア（立待地区、吉川地区、豊地区） 

・日野川西部エリアは、恵まれた自然環境や地域のコミュニティを大切にし、自然や田園環境

と調和を図りながら、安心して暮らせる環境づくりが求められます。 

 

■東部エリア（河和田地区） 

・越前漆器や周囲の自然を固有の資源として最大限に活かし、産業観光をはじめとした交流人

口・関係人口の増加、移住・定住の促進を図り、地域社会の維持や地域のにぎわいづくりが

求められています。 
  

新横江 鯖江 

神明 

河和田 

北中山 中河 

片上 立待 吉川 

豊 
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【共通の課題】 

人口減少・高齢化、生活サービスの維持、地区固有の資源の活用については、地区の現状

等により課題の捉え方に違いが見られますが、すべての地区において共通した課題となって

います。 

地域のまちづくりでは、これらの共通した課題の解決を目指し、持続可能な地域を創造し

ていきます。 

①人口減少・高齢化 

市全体の人口が減少傾向に転じており、地区別に見ると、人口減少が顕著となっている地区

や今後、人口減少が本格化する地区が見られます。また、年間の出生数が 10 人に及ばない地区

や高齢化率が 40％を超える地区もあり、地区のコミュニティを維持する点からも、人口減少・

高齢化が地区の課題となっています。地区の活動や行事において、参加者の減少や担い手不足

も課題となっています。 

②生活サービスの維持 

本市の都市構造としては、市域中央の鯖江地区・神明地区にＪＲ北陸本線や福井鉄道福武線

が縦断し、ＪＲ鯖江駅や福井鉄道福武線神明駅等から各地区を結ぶつつじバスが運行されてい

ます。また、地区においては、スーパーやドラッグストアなど、身近な買い物の場がなく、買

い物が不便な地区も見られます。 

現在は自動車による移動が中心となっていますが、今後の高齢化社会に伴い、移動や生活に

不安を抱える高齢者が増加するおそれがあります。 

③地区固有の資源の活用 

各地区には、自然や景観、歴史、文化、ものづくり産業、交通施設や公共施設など、地区の

アイデンティティとなる固有の資源があります。 

地区の魅力を高めていくためには、地区の資源・宝を見つめなおし、貴重な価値を再評価

し、磨き、まちづくりの資源として活用していくことが大切です。各地区において魅力あるま

ちづくりが展開されることが、市全体の魅力や活力、にぎわいに繋がります。 
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